
２
０
２
３
年
度 

第
１
回
阪
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
） 

国
語 

採
点
基
準 

 

 

☆
一
・
二
の
現
代
文
の
配
点
は
、「
内
容
点
」（
Ａ
Ｂ
Ｃ
・
・
・
）
と
「
構
造
点
」（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
・
・
・
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
内
容

点
は
各
条
件
内
に
要
素
（
①
②
③
・
・
・
）
が
３
つ
以
上
あ
り
、
得
点
が
あ
る
場
合
、
満
点
の
範
囲
内
で
要
素
点
が
１
点
プ
ラ
ス
さ
れ

ま
す
。 

Ⅰ 

現
代
文
（
評
論
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
40
点
） 

 

問
一
 

10
点 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 

 
 

 Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

八
〇
年
代
に
現
れ
た
「
快
楽
消
費
」
は
、 

他
者
の
欲
望
に
準
拠
せ
ず
、 

自
分
の
主
観
的
な
感
情
に
準
拠
し
、 

Ａ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
⑤
○
１
点 

 

Ａ
⑥
○
１
点 

ま
た
理
性
的
、
計
画
的
と
は
い
え
な
い
、 

活
況
の
中
で
の 
積
極
的
な
「
快
楽
」
志
向
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、〈
Ａ
６
点
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

九
〇
年
代
以
降
に
指
摘
さ
れ
た
欲
望
の
「
動
物
化
」
は
、 

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
の
状
況
の
中
か
ら
生
じ
た 

Ｂ
③
○
１
点 

「
不
快
」
を
回
避
す
る
反
応
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
か
ら
。〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
と
Ｂ
の
要
素
に
○→

１
点 

（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
10
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
を
説
明
す
べ
く
、〈
表
と
裏
を
な
す
〉〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
す
る
構
造
へ
の
評
価

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
条
件
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｘ
〈
分
析
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

  

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 
 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
、

ま
た
要
素
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
八
〇
年
代
に
現
れ
た
『
快
楽
消
費
』
は
、
他
者
の
欲
望
に
準
拠
せ
ず
、
自
分
の
主
観
的
な
感
情
に
準
拠
し
、
ま
た
理
性
的
、
計
画

的
と
は
い
え
な
い
、
活
況
の
中
で
の
積
極
的
な
「
快
楽
」
志
向
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、」〈
６
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。
以
下
の
６
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
６
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば

要
素
点
＋
１
点 

 

① 

「
八
〇
年
代
に
現
れ
た
『
快
楽
消
費
』
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
八
〇
年
代
に
出
現
し
た
『
快
楽
消
費
』
は
、
」
「
八
〇
年
代
に
登
場
し
た
『
快
楽
消
費
』
の
パ
タ
ー
ン
は
、」
な
ど
で
も
可
。 

 

✖
「
八
〇
年
代
の
『
快
楽
消
費
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 

②
「
他
者
の
欲
望
に
準
拠
せ
ず
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
他
人
の
欲
望
に
依
拠
せ
ず
、」
「
他
者
の
欲
望
に
準
ず
る
こ
と
な
く
、」
な
ど
で
も
可
。 

✖
「
他
者
の
欲
望
へ
の
準
拠
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
✖
。 

 



 
 

③
「
自
分
の
主
観
的
な
感
情
に
準
拠
し
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
○
「
自
分
の
感
性
や
感
覚
に
準
拠
し
、」「
自
己
の
主
観
的
な
感
情
に
依
拠
し
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
自
己
の
感
情
（
感
覚
）or

主
観
に
準
拠
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
ま
た
理
性
的
、
計
画
的
と
は
い
え
な
い
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
ま
た
理
性
的
と
も
計
画
的
と
も
い
え
な
い
、
」「
生
活
の
『
必
要
性
』
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
理
性
的or
計
画
的
（
生
活
の
必
要
性
）
」
の
否
定
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け 

れ
ば×

。 
 

 
 

⑤
「
活
況
の
中
で
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
好
景
気
の
中
で
の
」「
バ
ブ
ル
（
経
済
）
の
中
で
の
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
活
況
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

⑥
「
積
極
的
な
『
快
楽
』
志
向
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
積
極
的
に
『
快
楽
』
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、」
「
積
極
的
な
『
快
楽
』
消
費
の
志
向
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
」

な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
積
極
的
な
『
快
楽
』
志
向
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  

Ｂ
「
九
〇
年
代
以
降
に
指
摘
さ
れ
た
欲
望
の
『
動
物
化
』
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
の
状
況
の
中
か
ら
生
じ
た
「
不
快
」
を
回

避
す
る
反
応
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
か
ら
。」〈
３
点
〉 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
他
方
の
条
件
。
以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば

要
素
点
＋
１
点 

 

①
「
九
〇
年
代
以
降
に
指
摘
さ
れ
た
欲
望
の
『
動
物
化
』
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
九
〇
年
代
以
降
に
注
目
さ
れ
た
欲
望
の
『
動
物
化
』
は
、」
「
九
〇
年
代
以
降
に
特
徴
的
と
言
わ
れ
た
欲
望
の
『
動
物
化
』

は
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
×

「
九
〇
年
代
以
降
の
欲
望
の
『
動
物
化
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

②
「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
の
状
況
の
中
か
ら
生
じ
た
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
バ
ブ
ル
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
長
期
不
況
の
中
か
ら
生
じ
た
」「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
期
不
況
が
生
み
出
し
た
」
な
ど
で
も
可
。 

×

「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
（
長
期
）
不
況
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 
 

③
「『
不
快
』
を
回
避
す
る
反
応
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「『
不
快
』
回
避
の
反
応
だ
と
説
明
で
き
る
か
ら
。
」「
『
不
快
』
を
迂
回
し
よ
う
と
す
る
対
応
だ
と
理
解
で
き
る
か
ら
。」
な
ど

で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
不
快
』
回
避
の
反
応
だ
と
解
釈
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 
   



 
問
二 
９
点 

 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

消
費
対
象
の
「
モ
ノ
」
か
ら
「
コ
ト
」
へ
の
転
換
は
、 

「
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー
ム
」
の
中
で
ゴ
ル
フ
人
口
の
拡
大
の
よ
う
な 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
④
○
１
点 

レ
ジ
ャ
ー
の
機
会
を
増
大
さ
せ
、 

欲
望
は
メ
デ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
る
形
か
ら
、
徐
々
に
主
観
的
感
覚
を
基
準
と
し
た 

Ａ
⑤
○ 

「
個
人
化
」
と
多
様
化
へ
向
か
い
、〈
Ａ
５
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
Ｂ
３
点
〉 

さ
ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、 

「
自
分
に
ご
ほ
う
び
」
の
よ
う
な 

極
め
て
私
事
化
し
た
多
様
な
消
費
の
形
を
も
た
ら
し
た
。 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
と
Ｂ
の
要
素
に
○→

１
点 

（
内
容
【
８
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
９
点
） 

  

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
を
説
明
す
べ
く
、〈
表
と
裏
を
な
す
〉〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ａ
、
Ｂ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
す
る
構
造
へ
の
評
価

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
条
件
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｘ
〈
分
析
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

 
 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
、
条
件
を
組
み
合
わ
せ
た
、

ま
た
要
素
の
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 
 

Ａ
「
消
費
対
象
の
『
モ
ノ
』
か
ら
『
コ
ト
』
へ
の
転
換
は
、『
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー
ム
』
の
中
で
ゴ
ル
フ
人
口
の
拡
大
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ

ー
の
機
会
を
増
大
さ
せ
、
欲
望
は
メ
デ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
る
形
か
ら
、
徐
々
に
主
観
的
感
覚
を
基
準
と
し
た
『
個
人
化
』
と
多
様
化

へ
向
か
い
、」〈
５
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
帰
結
を
説
明
す
る
一
方
の
内
容
で
あ
る
「
バ
ブ
ル
期
」
の
帰
結
の
条
件
。
以
下
の
５
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点

（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

 

①
「
消
費
対
象
の
『
モ
ノ
』
か
ら
『
コ
ト
』
へ
の
転
換
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「『
モ
ノ
』
か
ら
『
コ
ト
』
へ
の
消
費
対
象
の
転
換
は
、」
「
消
費
対
象
の
『
モ
ノ
』
か
ら
『
コ
ト
』
へ
の
移
行
は
、」
な
ど
で

も
可
。 

 
×

「
消
費
対
象
の
『
モ
ノ
』
か
ら
『
コ
ト
』
へ
の
転
換
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

②
「『
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー
ム
』
の
中
で
ゴ
ル
フ
人
口
の
拡
大
の
よ
う
な
レ
ジ
ャ
ー
の
機
会
を
増
大
さ
せ
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「『
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー
ム
』
の
中
で
サ
ウ
ナ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
兼
ね
備
え
た
リ
ッ
チ
な
『
銭
湯
』
の
出
現
の
よ
う
な
レ
ジ

ャ
ー
の
機
会
を
増
大
さ
せ
、
」「
レ
ー
ザ
ー
光
線
や
『
シ
ャ
ン
パ
ン
・
シ
ャ
ワ
ー
』
で
演
出
さ
れ
た
結
婚
式
披
露
宴
な
ど
を
出

現
さ
せ
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×

「
ゴ
ル
フor

銭
湯or

結
婚
式
」
の
具
体
例
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
欲
望
は
メ
デ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
る
形
か
ら
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
欲
望
は
メ
デ
ィ
ア
に
依
存
す
る
形
か
ら
、」
「
欲
望
は
メ
デ
ィ
ア
に
準
拠
す
る
形
か
ら
、」 
 
 

な
ど
で
も
可
。 



 
 
 
×

「
欲
望
の
メ
デ
ィ
ア
依
存
」
の
否
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
徐
々
に
主
観
的
感
覚
を
基
準
と
し
た
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
漸
次
主
観
的
感
覚
に
準
拠
し
た
」「
次
第
に
主
観
的
感
情
に
基
づ
い
た
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
主
観
的
な
感
覚
を
基
準
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 

⑤
「『
個
人
化
』
と
多
様
化
へ
向
か
い
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「『
個
人
化
』
と
多
様
化
へ
と
収
斂
し
、」
「
個
人
的
、
か
つ
多
様
と
な
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
個
人
化
』
（
と
多
様
化
）
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｂ
「
さ
ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、『
自
分
に
ご
ほ
う
び
』
の
よ
う
な
極
め
て
私
事
化
し
た
多
様
な
消
費
の
形
を
も
た
ら
し
た
。」〈
３
点
〉 

 

※
傍
線
部
の
帰
結
を
説
明
す
る
他
方
の
内
容
で
あ
る
「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
」
の
帰
結
の
条
件
。
以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。

満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

 

①
「
さ
ら
に
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
×

「
バ
ブ
ル
崩
壊
後
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

②
「『
自
分
に
ご
ほ
う
び
』
の
よ
う
な
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
の
よ
う
な
」「
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
な
ど
の
よ
う
な
」
な
ど
で
も
可
。 

 
×

「
癒
し
系
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
」「
レ
ト
ロ
ブ
ー
ム
、
バ
ー
チ
ャ
ル
参
拝
」「
デ
パ
地
下
グ
ル
メ
、

ホ
テ
イ
チ
の
惣
菜
の
持
ち
帰
り
」「
マ
イ
ブ
ー
ム
」「『
自
分
に
ご
ほ
う
び
』」
な
ど
の
具
体
例
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

（
ど

れ
か
一
つ
の
項
目
の
要
素
が
入
っ
て
い
れ
ば
よ
い
）
。 

 

③
「
極
め
て
私
事
化
し
た
多
様
な
消
費
の
形
を
も
た
ら
し
た
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
あ
ま
り
に
私
事
化
し
た
消
費
と
し
て
多
様
な
形
で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
」「
極
め
て
私
事
的
で
多
様
な
消
費
の
形
を
出
現
さ

せ
た
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
×

「
私
事
化
し
た
（
多
様
な
）
消
費
の
形
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 
 

 



問
三 

10
点  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 

高
度
成
長
期
に
は
、 
現
実
を
「
理
想
」
や
「
夢
」
に
準
拠
さ
せ
る
こ
と
で
、 

現
実
を
そ
こ
に
向
け
て
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
志
を 

 

見
出
せ
た
の
に
対
し
て
、〈
Ａ
３
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
④
○
１
点 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、 

内
部
か
ら
外
部
は
不
可
視
化
さ
れ
、 

ま
た
内
部
に
は
「
時
計
」
が
な
く
、
つ
ま
り
そ
こ
は
「
今
こ
こ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑤
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑥
〇
１
点 

だ
け
の
内
閉
的
な 

「
快
楽
空
間
」
と
化
し
て
、 

現
実
か
ら
の
準
拠
を
拒
否
す
る
造
り
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。〈
Ｂ
６
点
〉 

 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
と
Ｂ
の
要
素
に
○→

１
点 

（
内
容
【
９
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
10
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
を
、「
高
度
成
長
期
」
に
お
け
る
「
理
想
」
や
「
夢
」
と
「
現
実
」
の
関
係
と
、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
に
お
け
る
「
虚
構
」
と
「
現
実
」

の
関
係
の
、〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
に
引
き
裂
い
て
説
明
し
て
い
く
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
の
要
素
と
Ｂ

の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
見
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

 
 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

※
内
容
点
（
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た

意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

  
 

Ａ
「
高
度
成
長
期
に
は
、
現
実
を
『
理
想
』
や
『
夢
』
に
準
拠
さ
せ
る
こ
と
で
、
現
実
を
そ
こ
に
向
け
て
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
志
を

見
出
せ
た
の
に
対
し
て
、」〈
３
点
〉 

 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。
以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば

要
素
点
＋
１
点 

 

①
「
高
度
成
長
期
に
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
×

「
高
度
成
長
期
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
現
実
を
『
理
想
』
や
『
夢
』
に
準
拠
さ
せ
る
こ
と
で
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
現
実
の
準
拠
対
象
を
『
理
想
』
や
『
夢
』
と
す
る
こ
と
で
、」
「『
理
想
』
や
『
夢
』
に
現
実
を
準
拠
さ
せ
る
こ
と
で
、
」
な

ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
現
実
を
『
理
想
』
や
『
夢
』
に
準
拠
さ
せ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
現
実
を
そ
こ
に
向
け
て
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
見
出
せ
た
の
に
対
し
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
現
実
を
、
そ
こ
を
目
標
と
し
て
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
引
き
出
し
え
た
の
に
対
し
て
、」
「
現
実
を
、
そ
こ
を
目
指
し

て
変
革
す
る
意
志
を
見
出
せ
た
の
に
対
し
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
現
実
を
そ
こ
（
＝
『
理
想
』
や
『
夢
』
）
に
向
け
て
改
変
し
よ
う
と
す
る
意
志
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
な
け

れ
ば×

。 
 

 



Ｂ
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
内
部
か
ら
外
部
は
不
可
視
化
さ
れ
、
ま
た
内
部
に
は
『
時
計
』
が
な
く
、
つ
ま
り
そ
こ
は
『
今
こ
こ
』

だ
け
の
内
閉
的
な
『
快
楽
空
間
』
と
化
し
て
、
現
実
か
ら
の
準
拠
を
拒
否
す
る
造
り
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。」〈
６
点
〉 

 
※ 
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
他
方
の
条
件
。
以
下
の
６
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
６

点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点 

  

①
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
×

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
内
部
か
ら
外
部
は
不
可
視
化
さ
れ
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
内
部
か
ら
外
部
は
遮
断
さ
れ
、」
「
内
部
か
ら
外
部
は
見
え
な
い
よ
う
に
さ
れ
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
内
部
か
ら
外
部
は
不
可
視
化
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
ま
た
内
部
に
は
『
時
計
』
が
な
く
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
ま
た
内
部
か
ら
は
『
時
計
』
が
除
去
さ
れ
、
」「
ま
た
内
部
に
は
『
時
計
』
が
見
当
た
ら
ず
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
内
部
に
は
『
時
計
』
が
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
な
け
れ
ば×

 

。 

④
「
つ
ま
り
そ
こ
は
『
今
こ
こ
』
だ
け
の
内
閉
的
な
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
つ
ま
り
内
閉
的
な
『
今
こ
こ
』
だ
け
の
」「
そ
こ
は
即
ち
『
今
こ
こ
』
だ
け
の
内
閉
的
な
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
今
こ
こ
』
だ
け
の
内
閉
的
な
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

⑤
「『
快
楽
空
間
』
と
化
し
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 
×

「『
快
楽
空
間
』」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

⑥
「
現
実
か
ら
の
準
拠
を
拒
否
す
る
造
り
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
現
実
か
ら
の
準
拠
を
拒
絶
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
か
ら
。」「
現
実
か
ら
の
準
拠
を
受
け
入
れ
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い

る
か
ら
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
現
実
か
ら
の
準
拠
を
拒
否
す
る
造
り
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  



問
四 

11
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

 
 

Ａ
④
○ 

 
 
 
 
 

 

渋
谷
、
池
袋
、
新
宿
は
、 

自
然
の
「
匂
い
」
も
、
廃
棄
物
も
な
い 

消
費
社
会
固
有
の 

「
虚
構
」
化
し
た
、 

Ａ
⑤
○
１
点 

ま
た
体
感
で
き
る
人
工
的
な
都
市
空
間
で
あ
る
が
、〈
Ａ
５
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 

Ｂ
③
○
１
点 

こ
れ
ら
の
都
市
の
駅
内
部
か
ら
広
が
る
地
下
街
は
、 

さ
ら
に
時
間
も
、 

東
西
南
北
の
方
位
も
存
在
し
な
い
よ
う
な
感
じ
を 

Ｂ
④
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
⑤
○
１
点 

与
え
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、 

人
工
都
市
の
「
虚
構
」
性
を 

突
き
詰
め
、
純
粋
化
し
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。〈
５
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
と
Ｂ
に
○→

１
点 

 

（
内
容
【
10
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
11
点
） 

【
構
造
点
】 

 

☆ 

Ｘ
は
、
傍
線
部
を
、
Ａ
、
Ｂ
の
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ 

、
Ｂ

の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

 
 ◎

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意
味

内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
渋
谷
、
池
袋
、
新
宿
は
、
自
然
の
『
匂
い
』
も
、
廃
棄
物
も
な
い
消
費
社
会
固
有
の
「
虚
構
」
化
し
た
、
ま
た
体
感
で
き
る
人
工
的

な
都
市
空
間
で
あ
る
が
、」〈
５
点
〉 

※
傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
一
方
の
条
件
。
以
下
の
５
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋

１
点 

 

①
「
渋
谷
、
池
袋
、
新
宿
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

〇
「
渋
谷
、
新
宿
な
ど
は
、」
「
渋
谷
な
ど
の
雑
踏
は
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
渋
谷
（
新
宿
、
池
袋
）
な
ど
（
の
雑
踏
）
は
、」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
自
然
の
『
匂
い
』
も
、
廃
棄
物
も
な
い
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
自
然
の
『
匂
い
』
も
な
け
れ
ば
、
廃
棄
物
も
な
い
」「
自
然
臭
も
ゴ
ミ
も
な
い
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
自
然
の
『
匂
い
』
も
、
廃
棄
物
も
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
消
費
社
会
固
有
の
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
消
費
社
会
特
有
の
」「
消
費
社
会
に
特
徴
的
な
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
消
費
社
会
固
有
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
な
け
れ
ば×

。 
 

④
「「
虚
構
」
化
し
た
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
虚
構
と
化
し
た
」「
虚
構
と
し
て
の
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
虚
構
化
』
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

⑤
「
ま
た
体
感
で
き
る
人
工
的
な
都
市
空
間
で
あ
る
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
ま
た
体
感
可
能
な
人
工
的
な
都
市
空
間
だ
が
、」
「
体
感
で
き
る
人
工
都
市
空
間
で
あ
る
が
、
」
な
ど
で
も
可 

 
 
 
×

「
体
感
で
き
る
人
工
的
な
都
市
空
間
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 



Ｂ
「
こ
れ
ら
の
都
市
の
駅
内
部
か
ら
広
が
る
地
下
街
は
、
さ
ら
に
時
間
も
、
東
西
南
北
の
方
位
も
存
在
し
な
い
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る

構
造
に
な
っ
て
お
り
、
人
工
都
市
の
『
虚
構
』
性
を
突
き
詰
め
、
純
粋
化
し
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。」〈
５
点
〉 

 
※
傍
線
部
を
説
明
す
る
た
め
の
他
方
の
条
件
。
以
下
の
５
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
５
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素

点
＋
１
点 

  
 

①
「
こ
れ
ら
の
都
市
の
駅
内
部
か
ら
広
が
る
地
下
街
は
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
こ
れ
ら
の
駅
の
内
部
か
ら
広
が
っ
て
い
る
地
下
街
は
、
」「
こ
れ
ら
の
都
市
の
駅
構
内
か
ら
拡
張
さ
れ
て
い
る
地
下
街
は
、
」

な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
こ
れ
ら
の
都
市
の
駅
内
部
か
ら
広
が
る
地
下
街
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

②
「
さ
ら
に
時
間
も
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
加
え
て
時
間
も
、」
「
時
間
も
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
時
間
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

③
「
東
西
南
北
の
方
位
も
存
在
し
な
い
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
東
西
南
北
の
方
位
も
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
」「
方
位
も
存
在
し
な
い
感
じ
を
与
え
る
仕
組
み
に
な

っ
て
お
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
東
西
南
北or

方
位
も
存
在
し
な
い
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
構
造
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
人
工
都
市
の
『
虚
構
』
性
を
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
人
工
都
市
の
虚
構
的
性
格
を
」
「『
虚
構
』
と
し
て
の
人
工
都
市
の
有
様
を
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
人
工
都
市
の
『
虚
構
』
性
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

⑤
「
突
き
詰
め
、
純
粋
化
し
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
純
粋
化
し
た
空
間
と
な
っ
て
い
る
。」
「
突
き
詰
め
た
形
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。」
な
ど
で
も
可 

 
 
 
×

「
突
き
詰
め
たor

純
粋
化
し
た
空
間
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×
。 

  



Ⅱ 

現
代
文
（
小
説
）
採
点
基
準
（
合
計
35
点
） 

 

問
一 
８
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
○
１
点 

く
ま
が
、〈
Ａ
１
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

引
っ
越
し
で
蕎
麦
や
葉
書
を
配
り
、 

「
わ
た
し
」
の
名
字
か
ら
、「
あ
の
こ
と
」
の
避
難
時
に
世
話
に
な
っ
た
「
わ
た
し
」
の 

Ｂ
③
○
１
点 

親
戚
を
思
い
だ
し
て 

「
縁
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
、
自
分
の
呼
び
方
と
し
て
漢
字
の
「
貴
方
」
を
好
ん
だ
り
し
て
、 

Ｂ
④
○
１
点 

昔
気
質
の
所
を
見
せ
て
い
た
し
、〈
Ｂ
４
点
〉 

 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

ま
た
周
り
に
く
ま
が
い
な
い
の
で
、
名
を
な
の
る
必
要
が
な
い
と 

理
屈
っ
ぽ
い
所
も
見
せ
て
い
た
か
ら
。〈
Ｃ
２
点
〉 

 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
２
つ
の
要
素
に
○→

１
点 

 （
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、「
私
」
が
傍
線
部
の
よ
う
に
み
た
理
由
を
、
主
体
の
Ａ
に
つ
い
て
、
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し
て
説
明
し
て

行
く
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、〈
条
件
Ａ
、
条
件
Ｂ
の
要
素
、
条
件
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
以
上
二
つ
以
上
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組

み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
条
件
Ａ
、
条
件
Ｂ
の
要
素
、
条
件
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
以
上
二
つ
以
上 
○
１
点 

 

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「
く
ま
が
、」〈
１
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
主
体
の
条
件
。 

 
 
×

「
く
ま
」
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 Ｂ
「
引
っ
越
し
で
蕎
麦
や
葉
書
を
配
り
、『
わ
た
し
』
の
名
字
か
ら
、『
あ
の
こ
と
』
の
避
難
時
に
世
話
に
な
っ
た
『
わ
た
し
』
の
親
戚

を
思
い
だ
し
て
『
縁
』
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
、
自
分
の
呼
び
方
と
し
て
漢
字
の
『
貴
方
』
を
好
ん
だ
り
し
て
、
昔
気
質
の
所
を

見
せ
て
い
た
し
、」〈
４
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
に
つ
い
て
の
「
大
時
代
」
な
面
を
説
明
す
る
条
件
。
以
下
の
４
要
素
に
分
け
て
採
点
。

満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

 
 
 

①
「
引
っ
越
し
で
蕎
麦
や
葉
書
を
配
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
引
っ
越
し
蕎
麦
や
葉
書
を
配
っ
た
り
、
」「
引
っ
越
し
時
に
蕎
麦
や
葉
書
を
配
っ
て
回
り
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
引
っ
越
し
で
蕎
麦
（
や
葉
書
）
を
配
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 



 
 

②
「『
わ
た
し
』
の
名
字
か
ら
、『
あ
の
こ
と
』
の
避
難
時
に
世
話
に
な
っ
た
『
わ
た
し
』
の
親
戚
を
思
い
だ
し
て
」
の
要
素
。 

（
１
点
） 

○
「『
わ
た
し
』
の
名
字
と
、「
あ
の
こ
と
」
の
避
難
時
に
世
話
に
な
っ
た
『
わ
た
し
』
の
親
戚
と
を
結
び
つ
け
て
」「『
わ
た
し
』

の
名
字
か
ら
、
「
あ
の
こ
と
」
の
避
難
時
に
世
話
を
し
て
く
れ
た
「
わ
た
し
」
の
親
戚
に
思
い
至
り
、」
な
ど
で
も
可
。 

×

「『
わ
た
し
』
の
名
字
と
、「
あ
の
こ
と
」
の
避
難
時
に
世
話
に
な
っ
た
『
わ
た
し
』
の
親
戚
と
を
結
び
つ
け
る
」
と
い
う
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 ③

「『
縁
』
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
り
、
自
分
の
呼
び
方
と
し
て
漢
字
の
『
貴
方
』
を
好
ん
だ
り
し
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「『
縁
』
と
い
う
言
葉
使
い
を
し
た
り
、
自
分
の
呼
び
名
に
漢
字
の
『
貴
方
』
を
好
む
と
言
っ
た
り
し
て
、」「『
縁
』
と
い
う

言
葉
を
駆
使
し
た
り
、
自
分
を
漢
字
の
『
貴
方
』
で
呼
ん
で
欲
し
い
と
注
文
を
つ
け
た
り
し
て
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
縁
』
と
い
う
言
葉
を
使
うor
自
分
の
呼
び
名
に
漢
字
の
『
貴
方
』
を
好
む
と
言
う
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入

っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
昔
気
質
の
所
を
見
せ
て
い
た
し
、」
の
要
素
。 

 
 
 
×

「
昔
気
質
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｃ
「
ま
た
周
り
に
く
ま
が
い
な
い
の
で
、
名
を
な
の
る
必
要
が
な
い
と
理
屈
っ
ぽ
い
所
も
見
せ
て
い
た
か
ら
。」〈
２
点
〉 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
に
つ
い
て
の
「
理
屈
を
好
む
」
面
を
説
明
す
る
条
件
。 

 

①
「
ま
た
周
り
に
く
ま
が
い
な
い
の
で
、
名
を
な
の
る
必
要
が
な
い
と
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
ま
た
近
隣
に
く
ま
が
い
な
い
の
だ
か
ら
、
名
を
な
の
る
必
要
が
な
い
と
」「
自
分
し
か
く
ま
が
い
な
い
の
で
、
名
乗
る
必
要

は
な
い
と
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
周
り
に
く
ま
が
い
な
い
の
で
、
名
を
な
の
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

②
「
理
屈
っ
ぽ
い
所
も
見
せ
て
い
た
か
ら
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「
自
分
の
判
断
を
通
そ
う
と
い
う
面
も
見
せ
て
い
た
か
ら
。
」「
話
の
筋
を
通
そ
う
と
す
る
面
を
み
せ
て
い
た
か
ら
。」
な
ど
で

も
可
。 

 
 
 
×

「
理
屈
っ
ぽ
い
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 



問
二 

10
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

「
あ
の
こ
と
」
の
ゼ
ロ
地
点
の
随
分
近
く
で 

「
わ
た
し
」
た
ち
を
必
ず
よ
け
て
走
る
車
に
つ
い
て
、〈
Ａ
２
点
〉 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

「
わ
た
し
」
が
言
う
、「
わ
た
し
」
た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
も
、 

ま
た
累
積
被
曝
量
や
風
に
関
す
る 

Ｂ
③
○
１
点 

言
い
訳
じ
み
た
こ
と
も 

的
外
れ
で
あ
り
、〈
Ｂ
３
点
〉 

 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
１
点 

要
す
る
に
人
間
と
く
ま
が
一
緒
に
歩
い
て
い
る
こ
と
に 

人
々
が
違
和
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、〈
Ｃ
２
点
〉 

Ｘ
〈
分
析
〉
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
う
ち
２
つ
の
要
素
に
○→

１
点 

Ｄ
○
１
点 

く
ま
は
気
づ
い
て
い
る
か
ら
。〈
Ｄ
１
点
〉 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｄ
に
○
１
点 

 

（
内
容
【
８
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
10
点
） 

 

【
構
造
点
】 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
話
題
の
Ａ
を
、〈notP

～butQ

〉
の
構
文
を
成
す
〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
Ｂ
、
Ｃ
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
し

て
説
明
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る―

―

〈notP

～butQ

〉
の
構
文
は
、
例
え
ば
〈
男
じ
ゃ
な
い
よ
、
女
だ
よ
〉
の
よ
う
に
、〈not

（
否
定
）〉
の
成
分
が
入

る
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
男
じ
ゃ
な
い
〉≒

〈
女
〉
と
な
っ
て
、〈
矛
盾
〉
し
な
い
二
条
件
に
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉
す
る
構
造
を
形
成
す
る―

―

。
こ
こ
で
は
、

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
二
種
以
上
二
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 

Ｘ
〈
分
析
＝
分
け
る
こ
と
〉 

〈
Ａ
の
要
素
、
Ｂ
の
要
素
、
Ｃ
の
要
素
〉
の
内
の
二
種
二
つ
以
上 

〇
１
点 

 

☆
Ｙ
は
、
Ｂ
、
Ｃ
を
Ｄ
に
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
し
て
結
論
づ
け
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
Ｄ
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て

い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｄ 

○
１
点 

   ◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
（
各
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ

せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「『
あ
の
こ
と
』
の
ゼ
ロ
地
点
の
随
分
近
く
で
『
わ
た
し
』
た
ち
を
必
ず
よ
け
て
走
る
車
に
つ
い
て
、」〈
２
点
〉 

 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
話
題
の
条
件
。 

 
 
 

①
「『
あ
の
こ
と
』
の
ゼ
ロ
地
点
の
随
分
近
く
で
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「『
あ
の
こ
と
』
の
ゼ
ロ
地
点
の
随
分
近
い
こ
の
あ
た
り
で
」「『
あ
の
こ
と
』
の
ゼ
ロ
地
点
の
か
な
り
近
く
で
」
な
ど
で
も
可
。 

×

「
『
あ
の
こ
と
』
の
ゼ
ロ
地
点
の
近
く
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 

②
「『
わ
た
し
』
た
ち
を
必
ず
よ
け
て
走
る
車
に
つ
い
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
徐
行
し
な
が
ら
『
わ
た
し
』
た
ち
を
必
ず
よ
け
て
走
る
車
に
つ
い
て
、」
「『
わ
た
し
』
た
ち 

を
必
ず
避
け
て
い
く
車
に
つ
い
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
わ
た
し
』
た
ち
を
必
ず
よ
け
て
走
る
車
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 



Ｂ 

「『
わ
た
し
』
が
言
う
、「
わ
た
し
」
た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
も
、
ま
た
累 

積
被
曝
量
や
風
に
関
す
る

言
い
訳
じ
み
た
こ
と
も
的
外
れ
で
あ
り
、」〈
３
点
〉 

 
※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
ゆ
く
〈notP

〉
の
条
件
。
以
下
の
３
要
素

に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

 
 

①
「『
わ
た
し
』
が
言
う
、「
わ
た
し
」
た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
と
言
う
理
由
も
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「『
わ
た
し
』
た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
と
、『
わ
た
し
』
が
言
う
理
由
も
、」「『
わ
た
し
』
が
感
じ
た
、「
わ
た
し
」

た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
か
な
と
い
う
言
う
理
由
も
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「『
わ
た
し
』
が
言
う
、「
わ
た
し
」
た
ち
が
防
護
服
を
着
て
い
な
い
か
ら
と
言
う
理
由
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て

い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
ま
た
累
積
被
曝
量
や
風
に
関
す
る
言
い
訳
じ
み
た
こ
と
も
」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
ま
た
累
積
被
曝
量
貯
金
の
残
高
や
風
に
関
す
る
言
い
訳
じ
み
た
理
由
も
」「
累
積
被
曝
量
や
風
に
つ
い
て
の
言
い
訳
じ
み

た
理
由
も
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
累
積
被
曝
量
や
風
に
関
す
る
言
い
訳
じ
み
た
こ
と
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

③
「
的
外
れ
で
あ
り
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
見
当
違
い
で
あ
り
、」「
ピ
ン
ト
が
ず
れ
て
お
り
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
的
外
れ
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×
。 

 

Ｃ
「
要
す
る
に
人
間
と
く
ま
が
一
緒
に
歩
い
て
い
る
こ
と
に
人
々
が
違
和
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、」〈
２
点
〉 

 
 

※ 

傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
を
〈notP

～butQ

〉
の
構
文
で
説
明
し
て
ゆ
く
〈butQ

〉
の
条
件
。 

 
 

①
「
要
す
る
に
人
間
と
く
ま
が
一
緒
に
歩
い
て
い
る
こ
と
に
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
人
間
と
く
ま
が
一
緒
に
散
歩
し
て
い
る
こ
と
に
」「
端
的
に
は
人
間
と
く
ま
が
一
緒
に
い
る
こ
と
に
」
な
ど
で
も
可
。 

×

「
人
間
と
く
ま
が
一
緒
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 

②
「
人
々
が
違
和
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 

○
「
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
を
人
々
が
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、」「
人
々
が
な
じ
み
が
た
い
も
の
を
感
じ
て
い
る
か
ら
だ
と
、
」

な
ど
で
も
可
。 

 
 
×

「
人
々
の
違
和
感
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

Ｄ
「
く
ま
は
気
づ
い
て
い
る
か
ら
。」〈
１
点
〉 

 

※ 

Ｂ
、
Ｃ
を
ま
と
め
て
結
論
づ
け
る
条
件
。 

 
 

○
「
く
ま
は
分
か
っ
て
い
る
か
ら
」「
く
ま
は
知
っ
て
い
る
か
ら
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
く
ま
は
気
づ
い
て
い
る
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

 
  



問
３ 

９
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
  
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
強
い
と
い
う
よ
う
な
、 

く
ま
を
ば
か
に
し
た
よ
う
な
根
拠
の
な
い
話
を 

Ａ
③
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

し
か
け
な
が
ら
、 

二
人
の
う
ち
の
一
人
は
く
ま
の
顔
を
正
面
か
ら
見
よ
う
と
せ
ず
、 

Ａ
④
○
１
点 

も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
無
遠
慮
に
さ
わ
っ
た
り
し
た
が
、〈
Ａ
４
点
〉 

 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

く
ま
が
彼
ら
に
邪
気
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
い
つ
つ
も
、 

内
心
で
怒
り
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
〈
Ｂ
２
点
〉 

 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
と
Ｂ
の
両
方
に
○
１
点 

 

Ｃ
○
１
点 

思
っ
て
い
た
か
ら
。〈
Ｃ
１
点
〉 

 

Ｙ
〈
総
合
〉
Ｃ
に
○
１
点 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
２
点
】
＝
９
点
） 

 

【
構
造
点
】 

☆
Ｘ
は
、、
傍
線
部
の
理
由
を
、「
男
二
人
」
の
行
動
Ａ
と
、
そ
れ
に
対
す
る
「
く
ま
」
の
対
応
Ｂ
を
、〈
矛
盾
〉
す
る
二
条
件
と
し
て
引
き
裂
い
て
説
明
す
る

〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
条
件
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立

し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

Ａ
の
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

○
１
点 

 

☆
Ｙ
は
、、
Ａ
、
Ｂ
を
Ｃ
に
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉
す
る
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
条
件
Ｃ
が
あ
れ
ば
、
こ
の
構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て

い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

Ｙ
〈
総
合
＝
ま
と
め
る
こ
と
〉 

Ｃ 

○
１
点 

 
  

◎ 

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
・
Ｙ
（
各
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ

せ
た
意
味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

  
  

Ａ
「
く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
強
い
と
い
う
よ
う
な
、
く
ま
を
ば
か
に
し
た
よ
う
な
根
拠
の
な
い
話
を
し

か
け
な
が
ら
、
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
く
ま
の
顔
を
正
面
か
ら
見
よ
う
と
せ
ず
、
も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
無
遠
慮
に
さ
わ
っ

た
り
し
た
が
、」〈
４
点
〉 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
「
男
二
人
」
の
側
の
条
件
。
以
下
の
４
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得

点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

 

①
「
く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
強
い
と
い
う
よ
う
な
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
耐
性
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
、」
「
く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
負
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
く
ま
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
に
も
強
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

②
「
く
ま
を
ば
か
に
し
た
よ
う
な
根
拠
の
な
い
話
を
し
か
け
な
が
ら
、」
の
要
素
。（
１
点
） 
 

○
「
く
ま
を
蔑
む
よ
う
な
い
い
加
減
な
話
を
し
か
け
な
が
ら
、」
「
く
ま
を
見
下
し
た
よ
う
な
根
も
葉
も
な
い
話
を
し
か
け
な
が



ら
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
く
ま
を
ば
か
に
し
た
よ
う
な
根
拠
の
な
い
話
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
く
ま
の
顔
を
正
面
か
ら
見
よ
う
と
せ
ず
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
わ
た
し
の
表
情
を
ち
ら
り
と
う
か
が
う
ば
か
り
で
、」「
二
人
の
う 

ち
の
一
人
は
く
ま
の
顔
を
ま
と
も
に
見
よ
う
と
も
せ
ず
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
二
人
の
う
ち
の
一
人
は
く
ま
の
顔
を
正
面
か
ら
見
よ
う
と
し
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
無
遠
慮
に
さ
わ
っ
た
り
し
た
が
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
無
礼
に
も
さ
わ
っ
た
り
し
た
が
、」
「
も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
配
慮
も
な
し
に
さ
わ
っ
た

り
し
た
が
、」「 

 
 
 
×

「
も
う
一
人
は
く
ま
の
身
体
を
無
遠
慮
に
さ
わ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 

Ｂ
「
く
ま
が
彼
ら
に
邪
気
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
い
つ
つ
も
、
内
心
で
怒
り
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
」〈
２
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
「
く
ま
」
の
側
の
条
件
。 

 

①
「
く
ま
が
彼
ら
に
邪
気
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
い
つ
つ
も
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
彼
ら
に
悪
意
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
く
ま
は
言
う
が
、」「
く
ま
が
彼
ら
に
悪
気
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
い
な
が
ら
、」
な
ど
で

も
可
。 

 
 
 
×

「
く
ま
が
彼
ら
に
邪
気
は
な
い
の
だ
ろ
う
と
言
う
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 ②
「
内
心
で
怒
り
を
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
内
心
で
は
怒
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
」「
内
心
で
は
怒
り
を
禁
じ
得
な
い
の
だ
ろ
う
と
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
内
心
で
の
怒
り
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

 

Ｃ
「
思
っ
て
い
た
か
ら
。」〈
１
点
〉 

 
 

※
傍
線
部
の
理
由
説
明
を
す
べ
く
、
Ａ
、
Ｂ
を
「
わ
た
し
」
の
所
感
と
し
て
ま
と
め
る
条
件
。 

 

○
「
感
じ
た
か
ら
。」
「
想
像
し
た
か
ら
。
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
思
っ
て
い
た
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
い
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 
 



問
四 

８
点 

 

（
模
範
解
答
例
） 

 
 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
③
○
１
点 

「
わ
た
し
」
と
い
い
散
歩
が
で
き
、 

さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
機
会
が
持
て
る
こ
と
を
喜
び
、 

そ
の
上
親
し
い
人
と
別
れ
る
時
の 

Ａ
④
○
１
点 

習
慣
で
あ
る
抱
擁
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て 

歓
喜
し
て
い
る
く
ま
と
比
べ
て
、〈
Ａ
４
点
〉 

Ｂ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

感
情
表
現
の
時
に
く
ま
が
本
来
の
発
声
に
戻
る
こ
と
や
、 

抱
擁
の
時
の
く
ま
の
体
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、 

Ｂ
③
○
１
点 

く
ま
と
の
距
離
を
冷
静
に
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
効
果
。〈
Ｂ
３
点
〉 

Ｘ
〈
逆
説
〉
Ａ
と
Ｂ
の
要
素
に
○
１
点 

（
８
点
） 

 

（
内
容
【
７
点
】
＋
構
造
【
１
点
】
＝
８
点
） 

 【
構
造
点
】 

 

 

☆
Ｘ
は
、
傍
線
部
の
表
現
の
効
果
を
、「
く
ま
」
の
〈
喜
び
〉
よ
う
Ａ
を
、
冷
や
す
「
わ
た
し
」
の
〈
冷
静
さ
〉
Ｂ
を
と
い
う
、〈
矛
盾
〉
す
る
に
条
件
に

引
き
裂
い
て
説
明
す
る
、〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉
の
構
造
へ
の
評
価
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
Ａ
、
Ｂ
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
あ
れ
ば
、
こ
の

構
造
の
骨
組
み
が
成
立
し
て
い
る
と
み
な
し
て
１
点
加
点
。 

 
 

Ｘ
〈
逆
説
＝
矛
盾
を
含
む
こ
と
〉 

Ａ
要
素
＋
Ｂ
の
要
素 

〇
１
点 

  
 ◎

採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

※
内
容
点
の
採
点
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。
た
だ
し
、【
構
造
点
】
Ｘ
（
１
点
）
は
、
右
に
示
し
た
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
意

味
内
容
が
成
立
し
て
い
る
場
合
に
の
み
加
点
す
る
。 

 

Ａ
「『
わ
た
し
』
と
い
い
散
歩
が
で
き
、
さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
機
会
が
持
て
る
こ
と
を
喜
び
、
そ
の
上
親
し
い
人
と
別
れ
る
時
の
習
慣

で
あ
る
抱
擁
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
歓
喜
し
て
い
る
く
ま
と
比
べ
て
、」〈
４
点
〉 

※
傍
線
部
の
効
果
を
説
明
す
る
た
め
の
、「
く
ま
」
の
側
の
条
件
。
以
下
の
４
要
素
に
分
け
て
採
点
。
満
点
（
４
点
）
内
で
、
得
点
が

あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

  
 

①
「『
わ
た
し
』
と
い
い
散
歩
が
で
き
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

○
「『
わ
た
し
』
と
い
い
散
歩
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、」「『
わ
た
し
』
と
楽
し
い
散
歩
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「（『
わ
た
し
』
と
）
い
い
散
歩
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 

②
「
さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
機
会
が
持
て
る
こ
と
を
喜
び
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
ま
た
同
じ
よ
う
な
機
会
が
約
束
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
、」「
さ
ら
に
同
じ
よ
う
な
散
歩
が
で
き
る
こ
と
を
喜
び
、」
な
ど
で
も

可
。 

 
 
 
×

「
同
じ
よ
う
な
機
会
が
持
て
る
喜
び
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 

③
「
そ
の
上
親
し
い
人
と
別
れ
る
時
の
習
慣
で
あ
る
抱
擁
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て
」
の
要
素
（
１
点
）。 

 

○
「
さ
ら
に
親
し
い
人
と
の
別
れ
の
習
慣
で
あ
る
抱
擁
も
で
き
て
」「
加
え
て
親
し
い
人
と
別
れ 

る
際
の
故
郷
の
習
慣
で
あ
る
抱
擁
も
与
え
ら
れ
て
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
親
し
い
人
と
別
れ
る
時
の
習
慣
で
あ
る
抱
擁
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
成
分
が
入
い
な
け
れ
ば×

。 
  
 

④
「
歓
喜
し
て
い
る
く
ま
と
比
べ
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 

○
「
喜
ん
で
い
る
く
ま
と
比
し
て
、
」「
喜
び
舞
い
上
が
っ
て
い
る
く
ま
と
比
べ
て
、
」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
歓
喜
し
て
い
る
く
ま
と
比
べ
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 



 
Ｂ
「
感
情
表
現
の
時
に
く
ま
が
本
来
の
発
声
に
戻
る
こ
と
や
、
抱
擁
の
時
の
く
ま
の
体
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、

く
ま
と
の
距
離
を
冷
静
に
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
効
果
。」〈
３
点
〉 

※ 

傍
線
部
の
効
果
を
説
明
す
る
た
め
の
、
Ａ
と
は
〈
矛
盾
〉
す
る
、
「
わ
た
し
」
の
側
の
条
件
。
以
下
の
３
要
素
に
分
け
て
採
点
。

満
点
（
３
点
）
内
で
、
得
点
が
あ
れ
ば
要
素
点
＋
１
点
。 

   
 

①
「
感
情
表
現
の
時
に
く
ま
が
本
来
の
発
声
に
戻
る
こ
と
や
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
感
情
を
表
現
す
る
際
に
は
く
ま
本
来
の
発
声
に
戻
る
こ
と
や
、」「
感
情
的
に
な
る
と
く
ま
が
本
来
の
発
声
に
な
る
こ
と
や
、」

な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
感
情
表
現
の
時
に
く
ま
が
本
来
の
発
声
に
戻
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
 
 

 

②
「
抱
擁
の
時
の
く
ま
の
体
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、」
の
要
素
。（
１
点
） 

 
 
 

〇
「
抱
擁
し
た
時
の
く
ま
の
体
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
と
と
も
に
、」「
抱
擁
の
際
に
く
ま
の
冷
た
い
体
を
感
じ
取
っ
た

こ
と
な
ど
も
重
な
っ
て
、」
な
ど
で
も
可
。 

 
 
 
×

「
抱
擁
の
時
の
く
ま
の
体
の
冷
た
さ
を
感
じ
た
こ
と
と
と
も
に
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  

 

③
「
く
ま
と
の
距
離
を
冷
静
に
保
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
効
果
。」
の
要
素
。（
１
点
） 

○
「
く
ま
と
付
か
ず
離
れ
ず
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
効
果
。」
「
く
ま
と
の
距
離
を
冷
静
に
維
持
し
て
い
る
こ

と
を
ほ
の
め
か
す
効
果
。」
な
ど
で
も
可
。 

 
  ×

「
く
ま
と
の
距
離
の
冷
静
な
保
持
を
示
唆
す
る
効
果
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
成
分
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 
  



Ⅲ 
古
文 

４
０
点 

 

問
一 

各
４
点×

３
＝
計
１
２
点 

 

（
ａ
）
４
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
（
１
点
） 

Ｄ
（
１
点
） 

［
模
範
解
答
］ 

お
出
ま
し
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、「
御
鞠
が
催
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

参
上
せ
よ
」 

と
言
っ
て
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

Ａ
「
お
出
ま
し
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
」（
１
点
） 

 

※
「
亀
山
上
皇
・
上
皇
・
新
院
」
と
い
う
主
語
は
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
が
、
書
い
て
あ
っ
て
間
違
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
「
右
府
入
道
の
山
荘
へ
」
も
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
が
、
書
い
て
あ
っ
て
間
違
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
「
お
出
ま
し
が
あ
る
」
は
、「
い
ら
っ
し
ゃ
る
・
お
で
か
け
に
な
る
」
で
も
よ
い
が
、「
行
く
・
来
る
」
の
よ
う
に
尊
敬
の
意
が
な

い
場
合
は×

。 

 

※
「
と
い
う
こ
と
で
」
は
、「
か
ら
・
の
で
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

  

Ｂ
「「
御
鞠
が
催
さ
れ
る
だ
ろ
う
」（
１
点
） 

 

※
「
御
」
は
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
催
さ
れ
る
」
は
「
行
わ
れ
る
・
あ
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
べ
し
」
は
、「
〜
だ
ろ
う
・（
き
っ
と
）
〜
に
ち
が
い
な
い
・
〜
は
ず
だ
・
〜
し
そ
う
だ
」
等
の
推
量
の
訳
か
、「
〜
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
」
と
い
う
予
定
の
訳
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

  

Ｃ
「
参
上
せ
よ
」（
１
点
） 

 

※
「
参
り
な
さ
い
・
参
上
し
な
さ
い
」
等
で
も
よ
い
が
、「
来
い
・
来
な
さ
い
」
の
よ
う
に
謙
譲
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 
 

※
「
べ
し
」
は
、「
〜
せ
よ
・
〜
し
ろ
」
等
の
命
令
の
訳
か
、「
〜
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
当
然
の
訳
か
、「
〜
す
る
ほ
う
が
よ
い
」
等

の
適
当
の
訳
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

  

Ｄ
「
と
言
っ
て
」（
１
点
） 

 

※
Ｂ
・
Ｃ
の
両
方
が
正
解
の
場
合
の
み
得
点
で
き
る
。 

 

※
「
と
て
」
の
ま
ま
や
、
訳
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
と
言
っ
て
」
は
「
と
い
う
こ
と
で
」
等
で
も
よ
い
。 

  

（
ｂ
）
４
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

 

Ｃ
（
１
点
） 

 
 
 

Ｄ
（
１
点
） 

［
模
範
解
答
］ 

今
日
は
御
所
に
お
仕
え
す
る
お
方
が 

少
な
い
よ
う
だ
。
御
所
か
ら
退
出
す
る 

な 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

Ａ
「
今
日
は
御
所
に
お
仕
え
す
る
お
方
が
」（
１
点
） 

 

※
「
今
日
は
」
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
が
、
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
御
所
に
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
お
仕
え
す
る
お
方
」
は
、「
仕
え
る
人
」
の
意
味
が
汲
み
取
れ
る
解
答
で
あ
れ
ば
よ
し
と
す
る
。 

  

Ｂ
「
少
な
い
よ
う
だ
」（
１
点
） 

 

※
「
よ
う
だ
」（
推
定
）
は
、
推
量
の
訳
「
少
な
い
だ
ろ
う
・
少
な
そ
う
だ
」
や
、
伝
聞
の
訳
「
そ
う
だ
・
と
言
う
・
と
聞
く
」
で
も

よ
し
と
す
る
。 



  
Ｃ
「
御
所
か
ら
退
出
す
る
」（
１
点
） 

 

※
「
御
所
か
ら
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
退
出
す
る
」
と
い
う
訳
、
も
し
く
は
、「
去
り
申
し
上
げ
る
」
の
よ
う
な
謙
譲
表
現
で
な
い
場
合
は×

。 

 

Ｄ
「（
出
る
）
な
」（
１
点
） 

 

※
「
出
る
な
・
い
な
く
な
る
な
・
立
ち
去
る
な
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
禁
止
表
現
は
「
〜
し
て
は
い
け
な
い
・
〜
し
な
い
で
く
れ
」
等
で
も
よ
い
。 

  

（
ｃ
）
４
点 

  
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

 
 
 
 

Ｃ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

Ｄ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

［
模
範
解
答
］ 

そ
れ
で
も
な
お
し
ば
ら
く
は 

立
ち
去
ら
ず
に
い
た
が
、
雨
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
降
る 

の
で
、 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 

Ａ
「
そ
れ
で
も
〜
し
ば
ら
く
は
」（
１
点
） 

 

※
Ｂ
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
そ
れ
で
も
」
は
「
そ
の
ま
ま
・
ま
だ
」
等
で
も
よ
く
、「
や
は
り
」
で
も
よ
し
と
す
が
、「
な
ほ
」
に
相
当
す
る
訳
が
な
い
場
合

は×

。 

 

※
「
し
ば
ら
く
は
」
は
、
そ
の
意
が
わ
か
る
表
現
で
あ
れ
ば
よ
い
が
、
「
し
ば
し
」
に
相
当
す
る
訳
が
な
い
場
合
は×

。 

   

Ｂ
「
立
ち
去
ら
ず
に
い
た
が
」（
１
点
） 

 

※
「
立
ち
去
ら
ず
に
い
た
」
は
、「
去
ら
な
か
っ
た
・
そ
こ
を
離
れ
な
か
っ
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
「
が
」
は
「
け
れ
ど
も
」
等
で
も
よ
い
。
文
末
が
逆
接
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

  

Ｃ
「
雨
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
く
降
る
」（
１
点
） 

 
 
 

※
「（
雨
が
）
激
し
く
降
る
」、
も
し
く
は
、
「
ひ
ど
く
濡
れ
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

  

Ｄ
「
の
で
」（
１
点
） 

 

※
「
か
ら
・
た
め
」
等
、
原
因
を
説
明
す
る
表
現
で
あ
れ
ば
よ
い
。
他
の
表
現
は×

。 

   

問
二 

６
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
（
１
点
） 

 
 

 

［
模
範
解
答
］ 

明
日
見
ら
れ
る
と
あ
て
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
風
の
前
で
は
か
な
く
散
る
花
で
あ
る
。
今
日
を
か
ぎ
り
に 

Ｄ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

Ｅ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
（
１
点
） 

 
 
 

散
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
花
が 

ま
だ
咲
い
て
い
る
う
ち
に
そ
の
枝
を 

見
た
い 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
明
日
見
ら
れ
る
と
あ
て
に
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
」（
１
点
） 

 

※
「
明
日
」
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
見
る
こ
と
が
あ
て
に
で
き
な
い
」、
も
し
く
は
、「
花
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
て
に
で
き
な
い
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
明
日
は
散
っ
て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
」
の
よ
う
に
、「
あ
て
に
で
き
な
い
・
期
待
で
き
な
い
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 



Ｂ
「
風
の
前
で
は
か
な
く
散
る
花
で
あ
る
」（
１
点
） 

 
※
「
風
・
花
（
桜
）
」
の
語
を
使
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

 

※
「
は
か
な
い
」、
も
し
く
は
、「
す
ぐ
に
散
る
」
等
、「
は
か
な
さ
」
を
言
う
表
現
が
な
い
場
合
は×

。
「
風
の
前
の
花
だ
・
風
で
散

る
花
だ
」
の
よ
う
に
、
「
は
か
な
さ
」
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

 

Ｃ
「
今
日
を
か
ぎ
り
に
」（
１
点
） 

 

 

※
「
今
日
限
り
」
の
意
が
汲
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。
「
今
日
」
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
「
限
界
・
限
度
」
な
ど
だ
け
で
は×

。 

 

Ｄ
「
散
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
花
が
」（
１
点
） 

 

※
「
花
（
桜
）」
の
語
と
、「
散
り
そ
う
だ
・
咲
く
の
も
（
見
ら
れ
る
の
も
）
最
後
だ
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

※
Ｃ
「
（
今
日
）
限
り
」
と
、
Ｄ
「（
咲
く
の
も
）
最
後
だ
」
は
、「
今
日
で
咲
く
の
も
最
後
と
な
る
花
」
の
よ
う
に
、
一
ま
と
ま
り
の

説
明
で
も
よ
い
。 

 

Ｅ
「
ま
だ
咲
い
て
い
る
う
ち
に
そ
の
枝
を
」（
１
点
） 

 

※
Ｄ
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
枝
・
梢
」
の
語
が
な
い
場
合
や
、「（
花
が
）
咲
い
て
い
る
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

Ｆ
「
見
た
い
」（
１
点
） 

 

 

※
「
見
に
行
き
た
い
」
で
も
よ
い
。 

  

問
三 

５
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
）
Ｂ
（
１
点
） 

Ｃ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
（
１
点
） 

 

［
模
範
解
答
］ 

格
別
に 

 

風
流
な
人
で 

一
刻
も
早
く
花
を
見
に
行
き
た
い
と 

花
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
格
別
に
」（
１
点
） 

 

※
Ｂ
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「（
風
流
心
が
）
特
に
強
い
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
風
流
な
人
で
」（
１
点
） 

 

※
「
風
流
で
・
趣
を
解
す
る
人
で
・
風
雅
の
人
で
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｃ
「
一
刻
も
早
く
花
を
見
に
行
き
た
い
と
」（
２
点
） 

 

※
「
一
刻
も
早
く
」
は
な
く
て
も
よ
い
。
「
花
を
見
た
い
」
、
も
し
く
は
、
「
花
が
散
る
こ
と
を
気
に
し
て
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｄ
「
花
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
」（
１
点
） 

 

※
Ｃ
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
花
に
心
を
奪
わ
れ
て
い
る
」
は
、「
気
が
気
で
な
い
・
落
ち
着
か
な
い
・
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
聯
句
に
集
中
で
き
な
い
か
ら
」
は×

。
（
な
ぜ
聯
句
に
集
中
で
き
な
い
の
か
を
問
う
て
い
る
か
ら
） 

  



問
四 

６
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
２
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

Ｃ
（
１
点
） 

 
 
 

Ｄ
（
１
点
） 

 

［
模
範
解
答
］ 

雨
の
た
め
に
花
見
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は 

残
念
だ
が
、 

雨
宿
り
の
お
か
げ
で 

釈
迦
念
仏
や
礼
讃
を
聞
き
、 

Ｅ
（
１
点
） 

悟
り
を
開
く
契
機
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
雨
の
た
め
に
花
見
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
」（
２
点
） 

 

※
「
雨
の
た
め
に
花
が
散
る
」
は
あ
っ
て
よ
い
が
、「
雨
の
た
め
に
花
見
が
で
き
な
く
な
っ
た
」
が
な
く
て
「
雨
の
た
め
に
花
が
散
る
」

し
か
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

Ｂ
「
残
念
だ
が
」（
１
点
） 

※
Ａ
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
残
念
だ
」（「
憂
け
れ
」
の
訳
）
は
「
つ
ら
い
・
い
や
だ
・
悲
し
い
・
困
っ
た
こ
と
だ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
こ
れ
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 

 

Ｃ
「
雨
宿
り
の
お
か
げ
で
」（
１
点
） 

 

※
Ｄ
と
Ｅ
の
両
方
が
正
解
し
て
い
な
い
場
合
は
得
点
で
き
な
い
。 

 

※
「
雨
が
止
む
の
を
ま
つ
間
に
・
雨
が
降
っ
た
お
か
げ
で
」
等
、
Ｄ
Ｅ
の
こ
と
に
「
雨
」
が
作
用
し
た
こ
と
が
説
明
で
き
て
い
れ
ば

よ
い
。 

 

Ｄ
「
釈
迦
念
仏
や
礼
讃
を
聞
き
」（
１
点
） 

 

※
「
釈
迦
念
仏
や
礼
讃
」
は
、「
念
仏
」、
ま
た
は
「
礼
讃
」
だ
け
で
も
よ
し
す
る
。 

 

※
「
聞
き
」
が
「
唱
え
」
等
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

 

※
主
体
（
＝
女
房
達
）
は
書
い
て
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
な
く
て
よ
い
。 

 

Ｅ
「
悟
り
を
開
く
契
機
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
」（
１
点
） 

 

※
「
の
は
良
か
っ
た
」
は
な
く
て
も
よ
い
。 

 

※
「
契
機
」
は
「
き
っ
か
け
・
機
会
」
で
も
よ
い
。
こ
れ
に
相
当
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は×

。 

   

問
五
（
ア
）
２
点×

２
＝
４
点 

  

① 

完
了 

 
 

② 

反
実
仮
想 

  

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

 
 

① ※
「
完
了
」
以
外
は×

。 

 
 

※
「
完
り
ょ
う
・
か
ん
り
ょ
う
」
等
、
漢
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

  
 

② 

 
 

※
「
反
実
仮
想
」
以
外
は×

。 

 
 

※
「
反
実
か
そ
う
・
反
じ
つ
仮
想
」
等
、
漢
字
の
み
で
書
か
れ
て
い
な
い
場
合
は×

。 

  



問
五
（
イ
） 

７
点 

  
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 
 

Ｃ
（
１
点
） 

 
 
 

Ｄ
（
１
点
） 

 

［
模
範
解
答
］ 

日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
と
あ
き
ら
め
て 

今
日
見
に
来
な
か
っ
た
な
ら
、
雨
に
降
ら
れ
る
前
の 

美
し
い
山
桜
の 

 
 
 
 

Ｅ
（
１
点
） 

 
 
 
 
 

Ｆ
（
２
点
） 

 
 
 
 

様
子
を 

見
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
今
日
見
に
来
て
よ
か
っ
た
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

 

Ａ
「
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
と
あ
き
ら
め
て
」（
１
点
） 

 

※
「
暮
れ
て
し
ま
っ
た
」
は
「
暮
れ
た
・
暮
れ
て
し
ま
う
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
暮
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」
の
よ
う
に
「
か
ら
・
の
で
・
と
い
う
理
由
で
」
等
が
付
い
て
い
て
も
よ
い
。 

 

※
「
あ
き
ら
め
て
」
は
な
く
て
も
よ
く
、
「
言
っ
て
・
思
っ
て
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
「
今
日
見
に
来
な
か
っ
た
な
ら
」（
１
点
） 

 

※
仮
定
表
現
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば×

。 

 

※
「
見
に
来
な
か
っ
た
」
は
「
来
な
か
っ
た
」
か
「
見
な
か
っ
た
」
で
も
よ
い
。「
花
を
・
花
見
に
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
よ
い
。 

 

Ｃ
「
雨
に
降
ら
れ
る
前
の
」（
１
点
） 

 

※
「
雨
に
降
ら
れ
る
」
は
「
雨
が
降
る
・
雨
で
散
る
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
前
」
が
「
後
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は×

。 

  

Ｄ
「
美
し
い
山
桜
の
様
子
を
」（
１
点
） 

 

※
「
美
し
い
〜
様
子
」
は
「
美
し
さ
」
で
も
よ
い
。「
美
し
い
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。 

 

Ｅ
「
見
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」（
１
点
） 

 

※
「
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
で
も
よ
い
。
ま
た
、
推
量
表
現
が
な
い
「
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
・
見
る
こ
と
は
な
か

っ
た
」
等
で
も
よ
い
。
ま
た
、
疑
問
表
現
と
な
っ
て
い
る
「
見
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
・
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｆ
「
今
日
見
に
来
て
よ
か
っ
た
」（
１
点
） 

 

※
「
今
日
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
・
今
日
来
て
よ
か
っ
た
」
等
で
も
よ
い
。 

 



Ⅳ
（
漢
文
）
採
点
基
準
（
合
計
＝
３
５
点
） 

 

問
一 

８
点 

   
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
戴
十
の
妻
の
梁
氏
が
、
夫
を
殺
し
た
執
事
の
主
人
に
、 

Ｃ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
２
点 

 

罪
も
な
い
夫
を
殴
り
殺
し
た
執
事
を
裁
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
。（
８
点
） 

 
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
戴
十
の
妻
の
梁
氏
が
」（
２
点
） 

※
「
誰
が
」
の
内
容
。 

○
「
戴
十
の
妻
の
梁
氏
が
」
は
、「
戴
十
の
妻
が
」「
妻
の
梁
氏
が
」
「
梁
氏
が
」
な
ど
で
○
。 

△
「
妻
が
」
は
△
１
点
。 

 

Ｂ
「
夫
を
殺
し
た
執
事
の
主
人
に
」（
２
点
） 

※
「
誰
に
」
の
内
容
。 

○
「
夫
を
殺
し
た
執
事
の
主
人
に
」
は
、「
通
事
の
主
人
に
」
で
も
○
。 

△
「
主
人
に
」
は
△
１
点 

✖
「
通
事
に
」
は
✖
０
点
。
そ
の
場
合
、
Ｃ
の
内
容
も
違
っ
て
く
る
の
で
、
Ｃ
も
✖
０
点
。 

 

※
第
二
段
落
で
、
梁
氏
に
対
応
し
て
い
る
の
は
「
主
人
」
で
あ
る
。 

  

Ｃ
「
罪
も
な
い
夫
を
殴
り
殺
し
た
執
事
を
裁
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
（
４
点
） 

※
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
訴
え
た
の
か
」
の
内
容
。
以
下
の
２
点
に
加
点
。 

 

①
「
執
事
が
罪
も
な
い
夫
を
殴
り
殺
し
た
こ
と
」 

 

②
「
執
事
を
裁
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
」 

 
 ①

「
執
事
が
罪
も
な
い
夫
を
殴
り
殺
し
た
こ
と
」（
２
点
） 

 

○
Ｂ
に
「
夫
を
殺
し
た
」
と
あ
れ
ば
、
①
は
「
お
た
く
の
執
事
が
」
だ
け
で
も
よ
い
○
。 

✖
Ｂ
に
「
夫
を
殺
し
た
」
が
無
い
場
合
は
、
こ
こ
で
「
夫
を
殺
し
た
」
件
に
触
れ
て
い
な
い
場
合
は
①
は
✖
。 

 
 

○
Ｂ
に
「
夫
を
殺
し
た
」
と
あ
れ
ば
、
①
は
「
事
の
次
第
を
訴
え
」
の
よ
う
で
も
○
。 

  

②
「
執
事
を
裁
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
」（
２
点
） 

 
 

○
「
裁
い
て
も
ら
い
た
い
」
は
、「
罰
し
て
ほ
し
い
」「
引
き
渡
し
て
も
ら
い
た
い
」「
殺
さ
せ
て
ほ
し
い
」「
か
た
き
を
討
た

せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
で
も
○
。 

  



 
問
二 
７
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
た
と
い
こ
の
執
事
を
殺
し
た
と
し
て
も
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
あ
な
た
の
夫
に
何
の
得
が
あ
ろ
う
か
。（
７
点
） 

  
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
た
と
い
こ
の
執
事
を
殺
し
た
と
し
て
も
」（
３
点
） 

※
「
た
と
ひ
此
の
人
を
殺
す
も
」
の
訳
。 

△
「
此
の
人
」
が
「
執
事
／
通
事
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
▲
２
点
減
点
で
△
１
点
。 

 
→

「
た
と
え
こ
の
者
を
殺
し
た
と
し
て
も
」
は
△
１
点
。 

○
「
た
と
い
（
た
と
え
）
こ
の
執
事
を
殺
し
た
と
し
て
も
」
は
、「
こ
の
通
事
を
殺
し
た
と
し
て
も
」「
こ
の
執
事
を
罰
し
て
死

刑
に
し
て
も
」
「
こ
の
執
事
を
望
み
通
り
殺
し
て
も
」
な
ど
で
も
○
。 

 

▲
「
こ
の
執
事
を
自
分
の
思
い
通
り
に
殺
す
こ
と
が
」
の
よ
う
に
、
仮
定
の
訳
し
方
に
と
っ
て
い
な
い
も
の
は
▲
２
点
減
点
。 

 

Ｂ
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
あ
な
た
の
夫
に
何
の
得
が
あ
ろ
う
か
」（
４
点
） 

※
「
死
者
に
於
い
て
何
の
益
あ
ら
ん
や
」
の
訳
。 

△
「
死
者
」
が
「
死
ん
だ
あ
な
た
の
夫
（
戴
十
）
」
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
▲
２
点
減
点
で
△
２
点
。 

 
→

「
死
ん
で
し
ま
っ
た
者
に
何
の
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」
は
△
２
点
。 

 

▲
「
死
ん
だ
」
の
で
あ
る
こ
と
が
欠
け
て
い
る
も
の
は
▲
２
点
減
点
。 

 
 
→

「
戴
十
に
は
何
の
得
に
も
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」
は
▲
２
点
減
点
で
△
２
点
。 

 

○
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
あ
な
た
の
夫
に
何
の
得
が
あ
ろ
う
か
」
は
、「
死
ん
だ
戴
十
に
何
の
利
益
が
あ
る
だ
ろ
う
か
」「
亡
く
な
っ
た

戴
十
に
と
っ
て
何
の
利
が
あ
る
の
か
」
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
戴
十
に
は
何
の
利
益
も
な
い
で
は
な
い
か
」
な
ど
で
も
○
。 

 

○
「
死
ん
だ
戴
十
の
弔
い
に
な
る
だ
ろ
う
か
」
の
ょ
う
な
意
訳
で
も
○
と
す
る
。 

 

▲
文
末
を
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
よ
う
に
説
明
の
形
に
し
て
い
る
も
の
は
▲
１
点
減
点
。 

  

問
三 

５
点 

 
 
 
 

（
解
答
） 

あ
に
り
を
い
ふ
（
う
）
べ
け
ん
や 

（
５
点
） 

  ※
完
答
の
み
○ 

 

✖
「
あ
に
り
を
（
と
）
い
ふ
べ
し
」
「
あ
に
り
を
い
ふ
べ
か
ら
ん
や
」
な
ど
は
✖
０
点
。 

  

問
四 

５
点 

 
 
 
    

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

（
解
答
） 

但 

得
レ

使
二

此 

奴 

償
一レ

死
、
我 

母 

子 

為
二

乞 

食
一

、
亦 

甘
レ

分
。 

（
５
点
） 

  ○
Ａ
・
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
完
答
の
み
○
。 

✖
送
り
仮
名
を
つ
け
て
あ
る
も
の
は
✖
０
点
。 

  



問
五 

10
点 

  
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
模
範
解
答
）
主
人
が
提
言
し
た
賠
償
の
た
め
の
牛
や
白
銀
に
は
目
も
く
れ
ず
、
夫
を
殺
し
た
執
事
を
自
ら
の
手
で
殺
し
て 

 
 
 
 

Ｃ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
、
烈
婦
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。（
10
点
） 

  
 ☆

各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
主
人
が
提
言
し
た
賠
償
の
た
め
の
牛
や
白
銀
に
は
目
も
く
れ
ず
」（
２
点
） 

※ 

主
人
か
ら
の
賠
償
の
提
言
を
断
っ
た
点
。 

○
「
主
人
が
提
言
し
た
賠
償
の
た
め
の
牛
や
白
銀
に
は
目
も
く
れ
ず
」
は
、
「
執
事
の
主
人
か
ら
の
賠
償
案
を
受
け
入
れ
ず
」

「
主
人
の
金
銭
的
懐
柔
に
も
応
ぜ
ず
」
「
主
人
が
与
え
よ
う
と
し
た
償
い
の
品
を
断
固
拒
否
し
」
な
ど
で
も
○
。 

  

Ｂ
「
夫
を
殺
し
た
執
事
を
自
ら
の
手
で
殺
し
て
」（
２
点
） 

※
「
刀
を
取
り
て
自
ら
之
を
殺
」
し
た
点
。 

○
「
夫
を
殺
し
た
執
事
を
自
ら
の
手
で
殺
し
て
」
は
、
「
執
事
を
自
分
の
手
で
殺
し
」「
仇
を
殺
し
て
」
「
自
ら
の
手
で
仇
を
刺

殺
し
」
な
ど
で
も
○
。 

  

Ｃ
「
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
」（
３
点
） 

※
「
恨
み
を
晴
ら
し
た
」
「
仇
を
討
っ
た
」
た
点
。 

○
「
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
」
は
、「
恨
み
を
晴
ら
し
た
の
を
」「
仇
を
討
っ
た
の
を
」「
敵
を
討
つ
意
思
を
貫
い
た
」

「
復
讐
を
晴
ら
し
た
」「
毅
然
と
し
て
復
習
を
遂
げ
た
」
な
ど
で
も
○
。 

  

※
Ａ
～
Ｃ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
欠
け
て
い
て
、
次
の
イ
・
ロ
・
ハ
の
よ
う
な
要
素
が
入
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
ど
れ

か
が
あ
っ
た
ら
プ
ラ
ス
２
点
加
点
す
る
。（
イ
・
ロ
・
ハ
の
う
ち
２
つ
以
上
あ
っ
て
も
加
点
は
２
点
。
） 

  

イ
「
殺
さ
れ
た
夫
の
死
体
を
か
つ
い
で
主
人
の
邸
に
投
げ
込
む
」 

 

ロ
「
相
手
の
身
分
の
高
さ
に
動
じ
ず
に
訴
え
る
」 

 

ハ
「
殺
し
た
相
手
の
血
を
す
す
り
」 

   

Ｄ
「
烈
婦
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
」（
３
点
） 

※ 

梁
氏
に
対
す
る
評
価 

○
「
烈
婦
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
」
は
、「
烈
女
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
」「
気
性
の
激
し
い
女
性
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
」「
気

丈
な
女
性
と
評
し
て
い
る
」「
毅
然
と
し
た
人
物
と
評
価
し
て
い
る
」「
意
志
の
強
固
な
人
物
と
し
て
評
し
て
い
る
」
な
ど
で

も
○
。 

△
「
肯
定
的
に
描
い
て
い
る
」
は
△
１
点
。 

✖
「
正
義
感
の
強
い
人
物
と
し
て
描
い
て
い
る
」「
家
族
思
い
の
女
性
と
し
て
評
価
し
て
い
る
」「
過
激
な
人
物
と
評
し
て
い
る
」

「
冷
酷
で
残
忍
な
面
も
あ
る
人
物
と
評
し
て
い
る
」
「
合
理
性
よ
り
も
感
情
を
優
先
す
る
人
物
と
評
し
て
い
る
」
な
ど
は
不

可
✖
。 

 


